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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固形ユニットのためのディスペンサアセンブリであって、
　外側スリーブであって、端部と、前記外側スリーブの前記端部から延在する第１の側壁
と、前記外側スリーブの前記端部から延在する第２の側壁とを備え、前記第１の側壁が前
記外側スリーブの前記端部に近接する窓を有し、前記第２の側壁が前記第１の側壁の内側
に配設される、外側スリーブと、
　前記外側スリーブに挿入される内側ハウジングであって、前記内側ハウジングが、前記
固形ユニットを格納するために構成された区画に通じる開口をその中に有する端部を備え
、前記内側ハウジングがハウジングシール面をさらに有する、内側ハウジングと
を備え、
　前記外側スリーブが、前記内側ハウジングに対して、前記第２の側壁が前記ハウジング
シール面との湿密シールを形成していることに対応する密閉位置と、前記固形ユニットの
少なくとも１つが前記窓を通して供給されることを可能とするために前記第２の側壁が前
記ハウジングシール面から分離されていることに対応する供給位置との間で回転するよう
に構成される、
ディスペンサアセンブリ。
【請求項２】
　前記外側スリーブと前記内側ハウジングとの間に形成されるカムをさらに備え、
　前記外側スリーブが、前記内側ハウジングに対して、前記密閉位置と前記供給位置との
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間で回転するとき、前記カムが、前記内側ハウジングを前記外側スリーブに対して軸方向
に移動させる、
請求項１に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項３】
　前記内側ハウジングが、本体部と、前記本体部から外方に延在する少なくとも１つのボ
タン部とをさらに備え、
　前記外側スリーブの前記第１の側壁が少なくとも１つの溝を有し、
　前記少なくとも１つのボタン部および前記少なくとも１つの溝が前記カムを形成し、
　前記外側スリーブが、前記内側ハウジングに対して、前記密閉位置と前記供給位置との
間で回転するとき、前記少なくとも１つのボタン部が前記少なくとも１つの溝の中で回転
する、
請求項２に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのボタン部が、第１のボタン部と、前記第１のボタン部の反対側の
端部に配設される第２のボタン部とを備え、
　前記少なくとも１つの溝が、第１の溝と、前記第１の溝の反対側に配置される第２の溝
とを備え、
　前記外側スリーブが、前記内側ハウジングに対して、前記密閉位置と前記供給位置との
間で回転するとき、前記第１のボタン部が前記第１の溝の中で回転し、前記第２のボタン
部が前記第２の溝の中で回転する、
請求項３に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項５】
　前記内側ハウジングの前記本体部が、タブを画定する少なくとも１つのスロットを有し
、
　前記少なくとも１つのボタン部が、前記タブから外方に延在する、
請求項３または４に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの溝が螺旋形状である、
請求項３～５のいずれか一項に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項７】
　前記内側ハウジングが、本体部と、前記本体部から外方に延在する複数の安定化突出部
とをさらに備え、
　前記複数の安定化突出部が、前記外側スリーブ内で前記内側ハウジングを安定させるた
めに、前記外側スリーブの前記第１の側壁に係合するように構成される、
請求項１～６のいずれか一項に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項８】
　前記内側ハウジングが本体部をさらに備え、
　前記ハウジングシール面が、前記内側ハウジングの前記本体部から半径方向内向きに延
在する、
請求項１～７のいずれか一項に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項９】
　前記第２の側壁が、本体部と、前記第２の側壁の前記本体部から半径方向外向きに延在
するスリーブシール面とを備え、
　前記外側スリーブが前記密閉位置にあるとき、前記スリーブシール面が前記ハウジング
シール面に密封係合する、
請求項１～８のいずれか一項に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項１０】
　前記内側ハウジングが、それぞれタブを画定する複数のスロットを有する本体部をさら
に備え、
　前記外側スリーブの前記第１の側壁が複数の溝付区域を有し、
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　前記外側スリーブが前記密閉位置にあるとき、それぞれ対応するタブが、前記溝付区域
の対応する１つに配設される、
請求項１～９のいずれか一項に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項１１】
　前記外側スリーブが、前記内側ハウジングに対して、前記密閉位置から前記供給位置に
向けて回転するとき、それぞれ対応するタブが、前記外側スリーブに対して半径方向内向
きに移動する、
請求項１０に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項１２】
　第１の側壁が円筒形状外面を有し、
　前記複数の溝付区域のそれぞれが、前記外面に対して内側に配設され、前記外面から離
間している、
請求項１０または１１に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項１３】
　前記内側ハウジングと前記外側スリーブとの間に形成される排出機構をさらに備え、
　前記外側スリーブが、前記内側ハウジングに対して、前記密閉位置から前記供給位置に
向けて回転するとき、前記排出機構が、前記固形ユニットの１つを前記内側ハウジングか
ら排出し、他の前記固形ユニットを前記内側ハウジング内に保持する、
請求項１～１２のいずれか一項に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項１４】
　前記内側ハウジングの前記端部がタブを画定するスロットを有し、
　前記外側スリーブが前記第１の側壁から延在するたわみ部材をさらに備え、
　前記タブおよび前記たわみ部材が前記排出機構を形成し、
　前記たわみ部材が前記第１の側壁と前記第２の側壁との間に配設され、
　前記外側スリーブが、前記内側ハウジングに対して、前記密閉位置から前記供給位置に
向けて回転するとき、前記固形ユニットのうちの前記１つを前記内側ハウジングから排出
し、他の前記固形ユニットを前記内側ハウジング内に保持するために、前記たわみ部材が
前記タブを前記窓の方へ曲げる、
請求項１３に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項１５】
　前記外側スリーブが、前記第１の側壁から延在する阻止部材をさらに備え、
　前記阻止部材が前記窓を実質的に塞ぎ、
　前記ディスペンサアセンブリに不正開封明示機能を提供するために、前記阻止部材が前
記第１の側壁に取り外し可能に取り付けられる、
請求項１～１４のいずれか一項に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項１６】
　前記内側ハウジングが乾燥剤混入ポリマー部を備える、
請求項１～１５のいずれか一項に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項１７】
　固形ユニットのためのディスペンサアセンブリであって、
　外側スリーブであって、端部と、前記外側スリーブの前記端部から延在する第１の側壁
と、前記外側スリーブの前記端部に配設されるまたは前記外側スリーブの前記端部に近接
して配設されるスリーブシール面とを備え、前記第１の側壁が前記外側スリーブの前記端
部に近接する窓を有する、外側スリーブと、
　前記外側スリーブに挿入される内側ハウジングであって、前記内側ハウジングが、前記
固形ユニットを格納するために構成された区画に通じる開口をその中に有する端部を備え
、前記内側ハウジングがハウジングシール面をさらに有する、内側ハウジングと
の２つの構成部品のみからなり、
　前記外側スリーブが、前記内側ハウジングに対して、前記スリーブシール面が前記ハウ
ジングシール面との湿密シールを形成していることに対応する密閉位置と、前記固形ユニ
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ットの少なくとも１つが前記窓を通して供給されることを可能とするために前記スリーブ
シール面が前記ハウジングシール面から分離されていることに対応する供給位置との間で
回転するように構成され、
　前記内側ハウジングと前記外側スリーブとの間に形成される排出機構をさらに備え、
　前記外側スリーブが、前記内側ハウジングに対して、前記密閉位置から前記供給位置に
向けて回転するとき、前記排出機構が、前記固形ユニットの１つを前記内側ハウジングか
ら排出し、他の前記固形ユニットを前記内側ハウジング内に保持し、
　前記内側ハウジングの前記端部がタブを画定するスロットを有し、
　前記外側スリーブが、前記第１の側壁から延在し、前記第１の側壁に対して内側に配設
されるたわみ部材をさらに備え、
　前記タブおよび前記たわみ部材が前記排出機構を形成し、
　前記外側スリーブが、前記内側ハウジングに対して、前記密閉位置から前記供給位置に
向けて回転するとき、前記固形ユニットのうちの前記１つを前記内側ハウジングから排出
し、他の前記固形ユニットを前記内側ハウジング内に保持するために、前記たわみ部材が
前記タブを前記窓の方へ曲げる、
ディスペンサアセンブリ。
【請求項１８】
　前記外側スリーブと前記内側ハウジングとの間に形成されるカムをさらに備え、
　前記外側スリーブが、前記内側ハウジングに対して、前記密閉位置と前記供給位置との
間で回転するとき、前記カムが、前記内側ハウジングを前記外側スリーブに対して軸方向
に移動させる、
請求項１７に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項１９】
　前記内側ハウジングが、本体部と、前記本体部から外方に延在する少なくとも１つのボ
タン部とをさらに備え、
　前記外側スリーブの前記第１の側壁が少なくとも１つの溝を有し、
　前記少なくとも１つのボタン部および前記少なくとも１つの溝が前記カムを形成し、
　前記外側スリーブが、前記内側ハウジングに対して、前記密閉位置と前記供給位置との
間で回転するとき、前記少なくとも１つのボタン部が前記少なくとも１つの溝の中で回転
する、
請求項１８に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項２０】
　前記内側ハウジングが乾燥剤混入ポリマー部を備える、
請求項１７～１９のいずれか一項に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項２１】
　前記内側ハウジングが、それぞれタブを画定する複数のスロットを有する本体部をさら
に備え、
　前記外側スリーブの前記第１の側壁が複数の溝付区域を有し、
　前記外側スリーブが前記密閉位置にあるとき、それぞれ対応するタブが、前記溝付区域
の対応する１つに配設される、
請求項１７～２０のいずれか一項に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項２２】
　前記外側スリーブが、前記内側ハウジングに対して、前記密閉位置から前記供給位置に
向けて回転するとき、それぞれ対応するタブが、前記外側スリーブに対して半径方向内向
きに移動する、
請求項２１に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項２３】
　ディスペンサアセンブリであって、
　外側スリーブであって、端部と前記外側スリーブの前記端部から延在する第１の側壁と
を備え、前記第１の側壁が前記外側スリーブの前記端部に近接する窓を有する、外側スリ
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ーブと、
　前記外側スリーブに挿入される内側ハウジングであって、前記内側ハウジングが、前記
固形ユニットを格納するために構成された区画に通じる開口をその中に有する端部を備え
る、内側ハウジングと
を備え、
　前記外側スリーブが、前記内側ハウジングに対して、前記窓が前記内側ハウジングの一
部によって塞がれていることに対応する閉位置と、前記固形ユニットの少なくとも１つが
前記窓を通して供給されることを可能とするために前記窓が前記内側ハウジングによって
塞がれていないことに対応する開位置との間で回転するように構成され、
　前記内側ハウジングと前記外側スリーブとの間に形成される排出機構をさらに備え、
　前記外側スリーブが、前記内側ハウジングに対して、前記閉位置から前記開位置に向け
て回転するとき、前記排出機構が、前記固形ユニットの１つを前記内側ハウジングから排
出し、他の前記固形ユニットを前記内側ハウジング内に保持し、
　前記内側ハウジングの前記端部がタブを画定するスロットを有し、
　前記外側スリーブが、前記第１の側壁から延在し、前記第１の側壁に対して内側に配設
されるたわみ部材をさらに備え、
　前記タブおよび前記たわみ部材が前記排出機構を形成し、
　前記外側スリーブが、前記内側ハウジングに対して、前記閉位置から前記開位置に向け
て回転するとき、前記固形ユニットのうちの前記１つを前記内側ハウジングから排出し、
他の前記固形ユニットを前記内側ハウジング内に保持するために、前記たわみ部材が前記
タブを前記窓の方へ曲げる、
固形ユニットのためのディスペンサアセンブリ。
【請求項２４】
　前記外側スリーブと前記内側ハウジングとの間に形成されるカムをさらに備え、
　前記外側スリーブが、前記内側ハウジングに対して、前記閉位置と前記開位置との間で
回転するとき、前記カムが、前記内側ハウジングを前記外側スリーブに対して軸方向に移
動させる、
請求項２３に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項２５】
　前記内側ハウジングが、本体部と、前記本体部から外方に延在する少なくとも１つのボ
タン部とをさらに備え、
　前記外側スリーブの前記第１の側壁が少なくとも１つの溝を有し、
　前記少なくとも１つのボタン部および前記少なくとも１つの溝が前記カムを形成し、
　前記外側スリーブが、前記内側ハウジングに対して、前記閉位置と前記開位置との間で
回転するとき、前記少なくとも１つのボタン部が前記少なくとも１つの溝の中で回転する
、
請求項２４に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項２６】
　前記外側スリーブが前記閉位置にあるとき、前記内側ハウジングが前記外側スリーブと
の湿密シールを形成する、
請求項２３～２５のいずれか一項に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項２７】
　前記内側ハウジングが、それぞれタブを画定する複数のスロットを有する本体部をさら
に備え、
　前記外側スリーブの前記第１の側壁が複数の溝付区域を有し、
　前記外側スリーブが前記閉位置にあるとき、それぞれ対応するタブが、前記溝付区域の
対応する１つに配設される、
請求項２３～２６のいずれか一項に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項２８】
　前記外側スリーブが、前記内側ハウジングに対して、前記閉位置から前記開位置まで回
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転するとき、それぞれ対応するタブが、前記外側スリーブに対して半径方向内向きに移動
する、
請求項２７に記載のディスペンサアセンブリ。
【請求項２９】
　前記内側ハウジングが乾燥剤混入ポリマー部を備える、
請求項２３～２８のいずれか一項に記載のディスペンサアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示概念は、固形ユニット、たとえば、タブレットのためのディスペンサアセンブリ
に関する。より詳細には、本開示概念は、回転可能に作動するタブレットディスペンサの
ための、単純で２つの部分からなる湿密設計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　タブレットディスペンサは通常、タブレットを保持および供給するために、栄養および
キャンディ業界で採用されている。これらのディスペンサは、ＰＥＺキャンディのための
ＰＥＺブランドディスペンサなどのように、特定のタブレットのために設計されてもよい
。このような従来のタブレットディスペンサは複数の構成部品を必要とし、それにより、
製造、組立、および充填に関するコストおよび複雑さが増す可能性がある。たとえば、従
来のディスペンサは多くの場合、機能するために、ばねおよび独立した相互作用する構成
部品などを必要とする。従来のタブレットディスペンサの複数の構成部品および動作は、
通常、タブレットディスペンサが湿密性を維持するには不適当である。したがって、従来
のタブレットディスペンサは、固形製剤、栄養補助食品、または生物学的投与ユニットな
どの水分に敏感な製品の収容および供給には適さない。よって、単純なタブレットディス
ペンサの設計が必要である。ディスペンサの内容物に湿密性を提供する単純なタブレット
ディスペンサの設計も必要である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本開示概念の１つの任意選択的な態様として、固形ユニットのためのディスペンサアセ
ンブリが提供される。ディスペンサアセンブリは、端部と、外側スリーブの端部から延在
する第１の側壁と、外側スリーブの端部から延在する第２の側壁とを有する外側スリーブ
を含む。第１の側壁は、外側スリーブの端部に近接する窓を有する。第２の側壁は、第１
の側壁の内側に配置される。ディスペンサアセンブリは、外側スリーブに挿入される内側
ハウジングをさらに含む。内側ハウジングは、固形ユニットを格納するために構成された
区画に通じる開口をその中に有する端部を有する。内側ハウジングは、ハウジングシール
面をさらに有する。ディスペンサアセンブリは、第２の側壁がハウジングシール面との湿
密シールを形成していることに対応する密閉位置と、固形ユニットの少なくとも１つが窓
を通して供給されることを可能とするために第２の側壁がハウジングシール面から分離さ
れていることに対応する供給位置との間で回転するように構成される。
【０００４】
　本開示概念の別の任意選択的な態様として、固形ユニットのためのディスペンサアセン
ブリが提供される。ディスペンサアセンブリは、外側スリーブおよび内側ハウジングの２
つの構成部品のみからなる。外側スリーブは、端部と、外側スリーブの端部から延在する
第１の側壁と、外側スリーブの端部に配置されるまたは外側スリーブの端部に近接して配
置されるスリーブシール面とを含む。第１の側壁は外側スリーブの端部に近接する窓を有
する。内側ハウジングは、外側スリーブに挿入され、固形ユニットを格納するために構成
された区画に通じる開口をその中に有する端部を含み、内側ハウジングは、ハウジングシ
ール面をさらに有する。ディスペンサアセンブリは、スリーブシール面がハウジングシー
ル面との湿密シールを形成していることに対応する密閉位置と、固形ユニットの少なくと
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も１つが窓を通して供給されることを可能とするためにスリーブシール面がハウジングシ
ール面から分離されていることに対応する供給位置との間で回転するように構成される。
【０００５】
　本開示概念の別の任意選択的な態様として、固形ユニットのためのディスペンサアセン
ブリが提供される。ディスペンサアセンブリは、端部と、外側スリーブの端部から延在す
る第１の側壁とを有する外側スリーブであって、第１の側壁が外側スリーブの端部に近接
する窓を有する、外側スリーブと、外側スリーブに挿入される内側ハウジングであって、
内側ハウジングが、固形ユニットを格納するために構成された区画に通じる開口をその中
に有する端部を含む、内側ハウジングとを含む。ディスペンサアセンブリは、窓が内側ハ
ウジングの一部によって塞がれていることに対応する閉位置と、固形ユニットの少なくと
も１つが窓を通して供給されることを可能とするために窓が内側ハウジングによって塞が
れていないことに対応する開位置との間で回転するように構成される。
【０００６】
　本開示概念の例示的な実施形態は、以下のように添付図面に示される。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、本開示概念の１つの非限定的な実施形態による、第１の位置に示された
ディスペンサアセンブリの等角図である。
【図２】図２は、図１のディスペンサアセンブリの組立分解等角図であり、ディスペンサ
アセンブリの内側ハウジングに配置された多数の固形ユニットを示す。
【図３－４】図３および図４は、図２の内側ハウジングの異なる等角図である。
【図５】図５は、図２のディスペンサアセンブリのための外側スリーブの底面等角図であ
る。
【図６】図６は、図１のディスペンサアセンブリの断面図である。
【図７】図７は、図６のディスペンサアセンブリの一部の拡大図である。
【図８】図８は、図１のディスペンサアセンブリの別の断面図である。
【図９】図９は、第２の位置に回転して示されたディスペンサアセンブリの等角図である
。
【図１０】図１０は、第１の位置と第２の位置との間の第３の位置に回転して示されたデ
ィスペンサアセンブリの等角図である。
【図１１】図１１は、図１０のディスペンサアセンブリの断面図である。
【図１２】図１２は、図９のディスペンサアセンブリの断面図である。
【図１３】図１３は、本開示概念の別の非限定的な実施形態による、別のディスペンサア
センブリの等角図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本明細書で使用されるとき、用語「構成部品」は、独立した組立ステップを必要としな
い単一の単体部品または要素を意味するものである。たとえば、限定されるものではない
が、成形品は「構成部品」である。さらに、１つの要素を別の要素上にオーバーモールド
またはコモールドすることによって製造される部品は「構成部品」である。さらに、本体
と、マルチショット射出成形プロセスまたはオーバーモールドによって本体に加えられる
Ｏリングとを含む部品または要素は「構成部品」である。しかしながら、個別に一緒に組
み立てなければならないいくつかの要素を備える部品は「構成部品」ではない。
【０００９】
　本明細書で使用されるとき、２つ以上の部品または構成部品が互いに「係合する」記述
は、部品が、直接あるいは１つまたは複数の中間部品または構成部品を通して、互いに対
して力を及ぼすことを意味するものである。
【００１０】
　本明細書で使用されるとき、用語「数」は、１、または１より大きい整数を意味するも
のである。
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【００１１】
　図１および図２はそれぞれ、本開示概念の１つの非限定的な実施形態によるディスペン
サアセンブリ２の等角図および組立分解等角図である。ディスペンサアセンブリ２は、た
とえば、限定されるものではないが、固形製剤、栄養補助食品、または生物学的投与ユニ
ットなどの多数の固形ユニット４を格納および供給するためのものである。ディスペンサ
アセンブリ２は、２つの構成部品、すなわち、外側スリーブ１０と、外側スリーブ１０に
挿入される内側ハウジング５０とを含む。１つの例示的な実施形態において、ディスペン
サアセンブリ２は、外側スリーブ１０および内側ハウジング５０のみからなり、他の構成
部品はない。よって、ディスペンサ２の製造、組立、および充填は比較的単純であること
が理解されるであろう。たとえば、３つ以上の構成部品を製造および組み立てなければな
らないのではなく、ディスペンサアセンブリ２は、内側ハウジング５０を外側スリーブ１
０に単純に挿入および固定することによって組み立てることができる。さらに、以下に記
載されるように、ディスペンサアセンブリ２の単純な製造／組立は、固形ユニット４の湿
密性に関する利点をさらに提供する。
【００１２】
　図３および４は、内側ハウジング５０の異なる図を示す。示されるように、内側ハウジ
ング５０は、端部５４を有する本体部５２を含む。端部５４は、固形ユニット４（図２）
を格納するための区画に通じる開口を有する。本体部５２は、それぞれ対応する可撓性タ
ブ５９、６３を画定する複数のスロット（２つの例示的なスロット５８、６２が図３およ
び４に示される）をさらに有する。さらにまた、内側ハウジング５０は、タブ５９、６３
のうちの対応する１つから外方にそれぞれ延在する複数のボタン部（２つの例示的なボタ
ン部６０、６４が図３および４に示される）を有する。１つの例示的な実施形態において
、スロット５８、タブ５９、およびボタン部６０は、対応するスロット６２、タブ６３、
およびボタン部６４の反対側の端部に配置される。さらに図３および４を参照すると、内
側ハウジング５０は、本体部５２から外方に延在する複数の安定化突出部（４つの細長い
均一に離間した安定化突出部６６が図３および４に示される）と、それぞれ対応する可撓
性タブ７２、７４を画定する複数のスロット（２つの例示的なスロット６８が図３および
４に示される）とをさらに有する。さらに、内側ハウジング５０の端部５４は、別の可撓
性タブ７８を画定する別のスロット７６を有する。
【００１３】
　図１、２、および５を参照すると、外側スリーブ１０は、端部１２と、端部１２から延
在する第１の環状側壁１４と、端部１２から延在する第２の環状側壁１６（図５に示され
る）と、第１の側壁１４から延在し、第１の側壁１４と第２の側壁１６との間に配置され
ているたわみ部材２８とを有する。たわみ部材２８は、第１の側壁１４および端部１２か
ら延在して示されるが、好適な代替的な外側スリーブ（図示せず）が、端部のみから延在
し、第１の側壁からは延在しないたわみ部材を有することは、本開示概念の範囲内である
。さらに、１つの例示的な実施形態において、第２の側壁１６は、第１の側壁１４の内側
に配置されて、第１の側壁１４と同心である。図１および２に示されるように、第１の側
壁１４は、端部１２に近接して配置された窓１９（すなわち、貫通孔）と、第１の複数の
溝（２つの例示的な溝２０、２２が図１および２に示される）と、第１の側壁１４の円筒
形状外面２３に対して内側に配置され、第１の側壁１４の円筒形状外面２３から離間して
いる第２の複数の溝付区域（２つの例示的な溝付区域２４、２６が図５に示される）とを
有する。１つの例示的な実施形態において、溝２０、２２は螺旋形状である。
【００１４】
　ディスペンサアセンブリ２の機能はここで、より詳細に論じられる。ディスペンサアセ
ンブリ２は、固形ユニット４を供給するために、第１の位置（図１および６～８）と第２
の位置（図９および１２）との間で回転するように構成されることが理解されるであろう
。１つの例示的な実施形態において、第１の位置は、固形ユニット４を窓１９を通して供
給できないように、窓１９が内側ハウジング５０の一部によって塞がれていることに対応
する閉位置であり、第２の位置は、固形ユニット４の少なくとも１つが窓１９を通して供
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給されることを可能とするために、窓１９が内側ハウジング５０によって塞がれていない
ことに対応する開位置である。
【００１５】
　図６は第１の位置にあるディスペンサアセンブリ２の断面図を示し、図７は図６の一部
の拡大図を示す。示されるように、安定化突出部６６は、外側スリーブ１０内で内側ハウ
ジング５０を安定させるために、第１の側壁１４に係合する。複数の安定化突出部６６を
使用することによって、かつ、複数の安定化突出部６６を互いから均一に離間させること
によって、ディスペンサアセンブリ２が第１の位置から第２の位置まで回転するときに、
内側ハウジング５０を有利なことには外側スリーブ１０内で適切に保持できることが理解
されるであろう。
【００１６】
　図７を参照すると、第２の側壁１６は、本体部１７と、本体部１７から半径方向外向き
に延在するスリーブシール面１８とを含む。図６に関して、スリーブシール面１８（図７
）は外側スリーブ１０の端部１２に近接して配置されることが理解されるであろう。さら
にまた、内側ハウジング５０は、本体部５２から半径方向内向きに延在するハウジングシ
ール面５６を有する。図７に示されるように、ディスペンサアセンブリ２が第１の位置に
あるとき、スリーブシール面１８は、湿密シールを形成するために、ハウジングシール面
５６に密封係合する。この文脈における「湿密」は、８０％の相対湿度および２２．２℃
において、水分侵入率が１日あたり１０００マイクログラム未満である密封容器として定
義される。そのため、水分侵入はいくつかの範囲のうちの１つに含むことができる。１つ
のそのような範囲は、１日あたり２５～１０００マイクログラムである。別のそのような
範囲は、１日あたり５０～１０００マイクログラムである。さらなるそのような範囲は、
１日あたり１００～１０００マイクログラムである。シールが上記の湿密基準に適合する
密封容器に実質的に寄与するとき、シールは湿密である。よって、１つの例示的な実施形
態において、第１の位置は、内側ハウジング５０内に配置される固形ユニット４に湿密性
を提供する密閉位置である。そのため、ディスペンサアセンブリ２が第１の位置にあると
き、スリーブシール面１８およびハウジングシール面５６は互いと係合するように付勢さ
れることが理解されるであろう。
【００１７】
　湿密の内容物、たとえば、固形ユニット４をさらに保護するために、内側ハウジング５
０は、たとえば、限定されるものではないが、乾燥剤混入ポリマー部８０などの活性薬剤
をさらに含む。本体部５２および乾燥剤混入ポリマー部８０は好ましくは、任意の好適な
既知の製造工程（たとえば、限定されないが、オーバーモールディング、コモールディン
グド、二段階射出成形）によって、（別々に組み立てられるのではなく）単一の構成部品
として一緒に形成されることが理解されるであろう。ここまで、本開示概念は、第１の位
置において固形ユニットのための密封、湿密環境を提供するディスペンサアセンブリにつ
いて論じられてきたが、ディスペンサアセンブリが第１の位置にあるときに内側ハウジン
グと外側スリーブとの間に湿密シールが形成されない本開示概念の代替的な実施形態が意
図されることが理解されるであろう。
【００１８】
　図８は、第１の位置におけるディスペンサアセンブリ２の別の断面図を示す。示される
ように、内側ハウジング５０のボタン部６０、６４は外側スリーブ１０の溝２０、２２の
１つにそれぞれ配置され、タブ７２、７４は外側スリーブ１０の溝付区域２４、２６の１
つにそれぞれ配置される。ディスペンサアセンブリ２は、ボタン部６０、６４と溝２０、
２２との間に形成される複数のカム６、８を含むことが理解されるであろう。ディスペン
サアセンブリ２が第１の位置から第２の位置まで回転するとき、カム６、８は協働して、
好ましくは螺旋溝２０、２２と係合し、それによって、内側ハウジング５０を外側スリー
ブ１０に対して軸方向に移動させる。すなわち、カム６、８は、内側ハウジング５０を外
側スリーブ１０に対して長手方向軸７に沿って移動させる。
【００１９】
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　ディスペンサアセンブリ２を第１の位置から第２の位置まで移動させるために、タブ７
２、７４は、ユーザによって半径方向内向きに曲げられる必要がある。すなわち、ディス
ペンサアセンブリ２が、第１の位置（たとえば、限定されないが、密閉位置）から第２の
位置（たとえば、限定されないが、供給位置）に向けて回転するとき、各対応するタブ７
２、７４は、外側スリーブ１０に対して半径方向内向きに移動する。よって、ディスペン
サアセンブリ２が第１の位置にあるとき、タブ７２、７４は、溝付区域２４、２６との係
合により、外側スリーブ１０内に内側ハウジング５０を係止または保持する。ユーザがタ
ブ７２、７４のそれぞれを半径方向内向きに互いの方へ押し込むとき、内側ハウジング５
０は外側スリーブ１０に対して自由に回転することができ、それによって、ディスペンサ
アセンブリ２は第２の位置まで回転することができる。よって、ディスペンサアセンブリ
２が第１の位置（たとえば、限定されないが、密閉位置）と第２の位置（たとえば、限定
されないが、供給位置）との間で回転すると、ボタン部６０、６４は溝２０、２２の中で
回転し、外側スリーブ１０は内側ハウジング５０に対して軸方向に移動する。
【００２０】
　さらにまた、ディスペンサアセンブリ２の組立は比較的簡単であることが理解されるで
あろう。より詳細には、上記のように、内側ハウジング５０のタブ５９、６３はたわみ可
能である。よって、ユーザは、内側ハウジング５０のタブ５９、６３を半径方向内向きに
簡単に曲げる必要があり、ボタン部６０、６４が溝２０、２２の１つに受けられるまたは
溝２０、２２の１つの中で飛び出るまで、内側ハウジング５０を外側スリーブ１０に挿入
する必要がある。そのとき、上述のように、タブ７２、７４を溝付区域２４、２６の中に
曲げるおよび溝付区域２４、２６から外に曲げることによって、内側ハウジング５０は外
側スリーブ１０に対して自由に回転することができる。
【００２１】
　図９および１２は、第２の位置にあるディスペンサアセンブリ２を示す。図１０および
１１は、第１の位置と第２の位置との間の第３の位置まで回転するディスペンサアセンブ
リ２を示す。図９および１０に示されるように、ボタン部６０は、溝２２の中で移動（す
なわち、摺動または回転）した。図１１に示されるように、タブ７２、７４は、溝付区域
２４、２６の中にもはや配置されていない。さらにまた、図１２に示されるように、固形
ユニット４のうちの１つを窓１９を通して供給することができる。
【００２２】
　より詳細には、ディスペンサアセンブリ２は、内側ハウジング５０と外側スリーブ１０
との間に形成される排出機構をさらに有する。ディスペンサアセンブリ２が第１の位置（
たとえば、限定されないが、密閉位置）から第２の位置（たとえば、限定されないが、供
給位置）に向けて回転するとき、排出機構は、固形ユニット４のうちの１つ（たとえば、
図１２における一番上の固形ユニット４参照）を排出し、他の固形ユニット４を内側ハウ
ジング５０内に保持する。外側スリーブ１０のたわみ部材２８および内側ハウジング５０
のタブ７８が排出機構を形成することが理解されるであろう。よって、ディスペンサアセ
ンブリ２が第１の位置（たとえば、密閉位置）から第２の位置（たとえば、供給位置）に
向けて回転するとき、タブ７８が移動してたわみ部材２８と係合し、それによって、固形
ユニット４のうちの１つを内側ハウジング５０から排出し、他の固形ユニット４を内側ハ
ウジング５０内に保持するために、たわみ部材２８はタブ７８を窓１９の方へ曲げること
が可能になる。すなわち、１つの例示的な実施形態において、一番上の固形ユニット４は
、タブ７８によって排出され、他の固形ユニット４は、窓１９への出口路を塞ぐタブ７８
によって内側ハウジング５０から出ることが防がれる。
【００２３】
　上述のように、１つの実施形態において、ディスペンサアセンブリ２が第１の位置にあ
るとき、外側スリーブ１０のスリーブシール面１８は、内側ハウジング５０のハウジング
シール面５６との湿密シールを形成する。よって、図１２に示されるように、ディスペン
サアセンブリが第２の位置まで回転するとき、固形ユニット４のうちの少なくとも１つが
窓１９を通して供給されることを可能とするために、スリーブシール面１８はハウジング
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シール面５６から分離される。よって、ユーザが固形ユニット４のうちの１つを供給する
ために第２の位置までディスペンサアセンブリ２を回転させたあと、ユーザは、ディスペ
ンサアセンブリ２を第１の位置まで逆回転させて、スリーブシール面１８とハウジングシ
ール面５６との間の湿密シールを再形成できる。
【００２４】
　図１３は、本開示概念の別の非限定的な実施形態による、別のディスペンサアセンブリ
１０２の等角図を示す。ディスペンサアセンブリ１０２は、外側スリーブ１１０と、外側
スリーブ１１０に挿入された内側ハウジング１５０とを含む。外側スリーブ１１０および
内側ハウジング１５０は、上で論じられたディスペンサアセンブリ２の外側スリーブ１０
および内側ハウジング５０と同じように互いと協働する。すなわち、ディスペンサアセン
ブリ１０２は、ディスペンサアセンブリ２と同じように第１の位置と第２の位置との間で
回転するように構成される。しかしながら、ディスペンサアセンブリ２とは異なり、ディ
スペンサアセンブリ１０２の外側スリーブ１１０は、外側スリーブ１１０の第１の側壁１
１４から延在する阻止部材１９０をさらに含む。示されるように、阻止部材１９０は、第
１の側壁１１４に形成される窓１１９を実質的に塞ぎ遮断する。ディスペンサアセンブリ
１０２に不正開封明示機能を提供するために、阻止部材１９０は第１の側壁１１４に取り
外し可能に取り付けられる（たとえば、限定されないが、第１の側壁１１４からはぎ取ら
れるように構成される）ことが理解されるであろう。より詳細には、阻止部材１９０が第
１の側壁１１４に取り付けられている場合、ユーザは、ディスペンサアセンブリ１０２内
の固形ユニット（図１３に示されない）が１つも供給されていないことが分かるであろう
。つまり、窓１１９が阻止部材１９０によって塞がれる場合、ユーザは、固形ユニットは
まったく窓１１９中を通って出る可能性はないことが分かるであろう。
【００２５】
　本開示概念が、それぞれの外側スリーブ１０、１１０およびそれぞれの内側ハウジング
５０、１５０のみを含むディスペンサアセンブリ２、１０２に関連して説明されたが、好
適な代替的なディスペンサアセンブリが、それぞれの外側スリーブ１０、１１０およびそ
れぞれの内側ハウジング５０、１５０に加えて、または、それに代わるものとして構成部
品を有することは、本開示概念の範囲内である。さらに、本開示概念が外側スリーブ１０
の端部１２に近接して配置されているスリーブシール面１８に関連して説明されたが、好
適な代替的な外側スリーブが、外側スリーブの端部に配置されるスリーブシール面を有す
ることは、本開示概念の範囲内である。また、好適な代替的なディスペンサアセンブリが
、ディスペンサアセンブリが第１の位置にあるときに内側ハウジングとの湿密シールを形
成するために、外側スリーブに接着されるＯリング（たとえば、熱可塑性エラストマーか
ら作られる）を使用することは、本開示概念の範囲内である。
【００２６】
　本開示概念は、特定の機能およびそれらの関係の実施態様を示す機能的な構築ブロック
によって上で説明されてきた。これらの機能的な構築ブロックの境界は、説明の利便性の
ために、本明細書で任意に定義されてきた。特定の機能およびそれらの関係が適切に実行
される限り、代替的な境界を定義することができる。
【００２７】
　特定の実施形態に関する前述の記載は、開示概念の一般的性質を非常に十分に明らかに
していると思われるため、当技術分野の範囲内の知識を適用することによって、他者は、
不適当な実験なしに、本開示概念の一般的概念から逸脱することなしに、そのような特定
の実施形態を容易に変更し、および／またはさまざまな用途のために適合させることがで
きる。したがって、本明細書に提示された教示および指針に基づき、そのような適合およ
び変更は、開示された実施形態の等価物の意味および範囲の中にあると意図され、本明細
書の語法または用語は説明のためのもので、限定するものではないため、本明細書の用語
または語法は、教示および指針を考慮して当業者によって解釈されるべきであることが理
解されるべきである。
【００２８】
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　本開示概念の幅および範囲は、上記のどの例示的な実施形態によっても限定されるべき
ではなく、以下の特許請求の範囲およびそれらの等価物のみに従って定義されるべきであ
る。
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